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《写真：駒場 号橋を下流より望む》
（過年度完成区間）

《写真： 山手北 条橋より上流を望む》
（平成 年 月洪水）
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《位置図》

室蘭建設管理部

河川事業

真沼津川は平成７年８月及び平成 年９月の洪水により浸水被害が発生したため、再度災害防止の観点から、平成 年
度より当該事業に着手しました。
近年では、平成 年８月の洪水により浸水被害が発生しており、依然として治水安全度が低い状況にあることから、暫定
的な河道掘削による河川断面の拡大などを推進し、早期に市街地の浸水被害防止・軽減に努めます。

真沼津川 大規模特定河川事業・総合流域防災事業

事業延長 ：
事業期間 ：平成 年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：掘削工、護岸工、道路橋架替など

《事業概要》
《標準断面図（国道橋上流付近）》

川幅 約

護岸工河道掘削
計画区間

想定氾濫区域

真沼津川 計画区間

新ひだか町

出典：国土地理院
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《事業効果》

計画規模の洪水が発生し
た場合、下記の事業効果
が見込まれる。
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号砂防堰堤工（副堤）

号砂防堰堤工（本堤）

透過部
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パンケヌーシ林道

間詰コンクリート

間詰コンクリート

流木溜まり

パンケヌーシ林道 旧

パンケヌーシ林道渓畔林

流木溜まり

パンケヌーシ林道 旧

《正面図》

《位置図》

室蘭建設管理部

砂防事業

平成 年 月 日から 日にかけて接近した台風 号の大雨により、土砂・流木が下流へ流下し、日高町千栄地区で多
大な被害（床下浸水７戸、床上浸水２戸、住宅半壊１戸、 浸水面積 、国道 号線通行止め）が発生しました。
流域内は土砂・流木堆積が甚だしく、今後の降雨により更なる土砂・流木が流出し、これらの保全対象に甚大な被害をもたら
すおそれがあるため、平成 年度より砂防事業に着手しています。
事業の実施により土石流等の土砂被害から人家や国道 号線が保全されます。

パンケヌシ川 大規模特定砂防事業

事業箇所 ：砂防堰堤工１基、流木捕捉工１基
事業期間 ：平成 年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：砂防堰堤工、流木捕捉工

《事業概要》

《写真：整備イメージ》《写真：被災状況》

号砂防堰堤工

計画基準点

流木捕捉工

６号砂防堰堤工（本堤）

６号砂防堰堤工（副堤）

流木捕捉工

６号砂防堰堤工
日高町

出典：国土地理院
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